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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実践した３つの、つかむコト。

お困りごとには個人差や地域差があるんちゃうか。
この人のためにできること、すべきことがあるんちゃうか。
そこに雇用の創出や、お金が回る仕組みも作れるんちゃうか。

カラダもココロも、しんどい時に助けて欲しいと言えること。
まさしくお互い様という関係性は
私たちが住んでいる村が好きだから。
そこに住む価値があるから成り立つものだ、と感じています。

僕は村民のココロをしっかりとつかんで、
村民をくすぐりに行きますし、
逆にくすぐられる関係もつくって、
お金が回る仕組みをつかんでいます。

最後のページです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に。弊社の事業は小学校でも授業として取り入れられています。
そして学んだことを村民の前で発表します。
これが、村民主体の意識の醸成であり、まさしく、ふるさと教育です。

弊社の取組みは、まだまだ評価されるものではなく、
５年後、１０年後に
村民の医療費が下がった、
1日でも家ですごす日が長くなった、
子どもたちの学力が向上した、
というカタチで成果がでてほしいと思っています。

皆さん、今日も１ページ目の題名を覚えていますか。
「住民の日々の暮らしを支えます。」
つい先日まで、そう思っていました。
でも逆ですよね。
「住民が日々の暮らしを支えています。」
「住民が日々の暮らしを支えています。」

次回から題名を変更したいと思います。
ご清聴ありがとうございました。
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